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報
告

二

李
賀
「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
の
詩
句
「
天
若
有
情
天
亦
老
」
が
意
味
す
る
も
の

遠
藤

星
希

一
、
は
じ
め
に
―
―
問
題
提
起
―
―

中
唐
の
李
賀
（
字
は
長
吉
、
七
九
一
―
八
一
七
）
に
「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
（
金

銅
仙
人

漢
を
辭
す
る
の
歌
）
」
（
『
李
賀
歌
詩
編
』
卷
二
）
と
題
す
る
詩
が
あ

る
。
全
文
を
以
下
に
擧
げ
る
。

（
一
）

茂
陵
劉
郎
秋
風
客

茂
陵
の
劉
郎

秋
風
の
客

夜
聞
馬
嘶
曉
無
跡

夜

馬
の

嘶

き
を
聞
く
も

曉
に
跡
無
し

い
な
な

あ
と

畫
欄
桂
樹
懸
秋
香

畫
欄
桂
樹

秋
香
懸
か
り

か

三
十
六
宮
土
花
碧

三
十
六
宮

土
花

碧

な
り

み
ど
り

魏
官
牽
車
指
千
里

魏
官

車
を
牽
き
て
千
里
を
指
し

東
關
酸
風
射
眸
子

東
關
の
酸
風

眸
子
を
射
る

ぼ
う

し

空
將
漢
月
出
宮
門

空
し
く
漢
月
と
將
に
宮
門
を
出
づ
れ
ば

と
も

憶
君
清
涙
如
鉛
水

君
を
憶
ひ
て

清
涙

鉛
水
の
如
し

衰
蘭
送
客
咸
陽
道

衰
蘭

客
を
送
る

咸
陽
の
道

天
若
有
情
天
亦
老

天
に
若
し
情
有
ら
ば

天
も
亦
た
老
い
ん

攜
盤
獨
出
月
荒
涼

盤
を

攜

へ
て
獨
り
出
づ
れ
ば

月
は
荒
涼

た
ず
さ

渭
城
已
遠
波
聲
小

渭
城
は
已
に
遠
く

波
聲
小
な
り

〔
訳
〕
茂
陵
の
劉
郎
は
秋
風
の
中
の
旅
人
、
夜
中
に
馬
の
い
な
な
く
聲
が
聞
こ

え
る
が
明
け
方
に
は
跡
形
も
な
い
。
彩
ら
れ
た
欄
干
に

桂

の
樹
が
秋

も
く
せ
い

の
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ
、
三
十
六
の
離
宮
は
碧
色
の
苔
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

魏
の
官
吏
は
仙
人
を
載
せ
た
車
を
牽
い
て
千
里
の
彼
方
を
目
指
し
、
東
の

關
か
ら
吹
い
て
く
る
悲
し
き
風
は
仙
人
の
瞳
を
刺
す
。
漢
の
月
と
と
も
に

空
し
く
宮
門
を
出
れ
ば
、
君
主
の
こ
と
を
思
い
出
し
鉛
の
水
の
よ
う
な
淸

い
涙
が
流
れ
で
る
。
し
お
れ
た
蘭
が
旅
人
を
咸
陽
の
道
で
見
送
っ
て
い
る
、

天
に
も
し
情
が
あ
る
な
ら
ば
天
も
ま
た
老
い
る
で
あ
ろ
う
。
承
露
盤
を
持

っ
て
獨
り
で
出
發
す
る
と
荒
涼
と
し
た
月
が
輝
き
、
渭
城
は
す
で
に
遠
く

な
っ
て
渭
水
の
波
の
音
も
微
か
に
な
っ
て
い
く
。

こ
の
詩
に
は
次
の
原
序
が
附
さ
れ
て
お
り
、
舞
臺
背
景
が
説
明
さ
れ
て
い

る
。

魏
明
帝
青
龍
元
年
八
月
、
詔
宮
官
、
牽
車
西
取
漢
孝
武
捧
露
盤
仙
人
、

（
二
）

李賀「金銅仙人辭漢歌」の詩句「天若有情天亦老」が意味するもの
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欲
立
置
前
殿
。
宮
官
既
拆
盤
、
仙
人
臨
載
、
乃
潛
然
涙
下
。
唐
諸
王
孫

李
長
吉
、
遂
作
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
。

（
魏
の
明
帝
の
青
龍
元
年
〔
二
三
三
〕
八
月
、
官
吏
に
詔
を
出
し
て
車

を
牽
か
せ
、
西
に
向
か
わ
せ
て
、
漢
の
武
帝
が
作
っ
た
承
露
盤
を
捧
げ

も
つ
仙
人
を
回
收
さ
せ
、
表
御
殿
に
立
て
置
こ
う
と
し
た
。
官
吏
が
承

露
盤
を
切
り
離
し
た
と
こ
ろ
、
仙
人
は
車
に
載
せ
ら
れ
る
際
に
、
な
ん

と
さ
め
ざ
め
と
涙
を
流
し
た
。
唐
の
皇
族
の
子
孫
で
あ
る
李
長
吉
は
、

そ
こ
で
「
金
銅
仙
人

漢
を
辭
す
る
の
歌
」
を
作
っ
た
。
）

詩
題
に
い
う
「
金
銅
仙
人
」
と
は
、
漢
の
武
帝
が
建
章
宮
に
建
立
し
た
仙

人
の
銅
像
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
手
が
捧
げ
も
つ
承
露
盤
の
中
に
た
ま
っ
た
露

に
、
武
帝
は
玉
の
粉
を
混
ぜ
て
飮
み
、
不
老
長
生
を
得
よ
う
と
し
た
。
建
章
宮

（
三
）

は
「
未
央
宮
の
西
、
長
安
城
の
外
に
在
り
」
（
『
三
輔
黃
圖
』
卷
二
）
と
さ
れ

る
離
宮
で
あ
り
、
班
固
の
「
西
都
賦
」
（
『
文
選
』
卷
一
）
に
い
う
「
離
宮
別

館
、
三
十
六
所
」
の
一
つ
に
當
た
る
。
長
安
の
承
露
盤
と
仙
人
の
銅
像
を
魏
の

明
帝
が
移
送
し
よ
う
と
し
た
出
來
事
は
、
史
書
に
も
記
載
が
見
え
る
も
の
の
、

實
際
に
は
未
遂
に
終
わ
っ
た
よ
う
だ
。
李
賀
の
「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
は
、
こ

（
四
）

の
出
來
事
に
取
材
し
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
移
送
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
こ
と
に

は
觸
れ
ず
、
ま
た
金
銅
仙
人
に
感
情
が
付
與
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
詩
人
の
想
像

力
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
改
變
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
は
、
杜
牧
の
「
李
賀
集
序
」
（
『
樊
川
文
集
』
卷
十
）
で
言
及
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
李
賀
の
作
品
の
中
で
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
部

（
五
）

類
に
入
る
。
と
り
わ
け
第
十
句
「
天
若
有
情
天
亦
老
」
は
人
口
に
膾
炙
し
て
お

り
、
後
世
で
は
し
ば
し
ば
、
こ
の
句
の
み
が
半
ば
獨
り
歩
き
す
る
形
で
受
容
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
司
馬
光
『
續
詩
話
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

（
六
）

李
長
吉
歌
、
天
若
有
情
天
亦
老
、
人
以
爲
奇
絶
無
對
。
曼
卿
對
、
月
如
無

恨
月
長
圓
。
人
以
爲
勍
敵
。

（
李
長
吉
の
歌
に
「
天
に
若
し
情
有
ら
ば
天
も
亦
た
老
い
ん
」
と
あ
り
、

人
々
は
非
常
に
す
ば
ら
し
く
匹
敵
す
る
者
は
い
な
い
と
み
な
し
て
い
た
。

石
曼
卿
は
「
月
に
如
し
恨
み
無
け
れ
ば
月
は
長
し
へ
に

圓

な
ら
ん
」
と

も

と
こ

ま
ど
か

い
う
對
句
を
作
っ
た
。
人
々
は
彼
を
長
吉
の
好
敵
手
と
み
な
し
た
。
）

李
賀
の
詩
句
「
天
若
有
情
天
亦
老
」
が
高
い
評
價
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
、

こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
存
在
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
句
を
そ
の
ま
ま
自
作
に
取

り
入
れ
た
例
が
後
世
の
詩
詞
中
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
と
こ
ろ

（
七
）

が
、
こ
の
有
名
な
句
が
一
體
何
を
い
わ
ん
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
點
に
つ

い
て
は
、
そ
の
平
易
な
措
辭
に
比
し
て
極
め
て
摑
み
に
く
く
、
後
人
の
解
釋
も

定
ま
っ
て
い
な
い
。
後
世
の
注
釋
者
に
よ
る
解
釋
を
、
便
宜
的
に
二
つ
の
タ
イ

プ
に
分
け
て
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
の
タ
イ
プ
は
、
天
を
引
き
立
て
役
と
み
な
し
、
金
銅
仙
人
の
姿
を
見

て
心
を
動
か
さ
な
い
の
は
情
を
持
た
な
い
天
く
ら
い
で
あ
っ
て
、
情
を
本
來
持

っ
て
い
る
人
間
な
ら
ば
誰
も
が
心
を
動
か
す
で
あ
ろ
う
、
と
抑
揚
に
解
す
る
説

で
あ
り
、
明
の
曾
益
や
清
の
王
琦
が
こ
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
第
二
の
タ
イ

（
八
）

（
九
）

プ
は
、
も
し
天
に
情
が
あ
れ
ば
、
金
銅
仙
人
の
境
遇
を
悲
し
む
あ
ま
り
天
も
年

老
い
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
と
文
字
通
り
に
解
す
る
説
で
あ
り
、
現
代
の
注
釋

書
は
お
お
む
ね
こ
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
一
の
タ
イ
プ
の
解
釋
も
、

（
一
〇
）

裏
返
せ
ば
「
情
を
本
來
持
っ
て
い
る
人
間
の
み
な
ら
ず
、
も
し
情
が
あ
れ
ば
天

も
ま
た
同
樣
に
心
を
動
か
す
」
と
い
う
意
味
に
轉
化
す
る
こ
と
か
ら
、
兩
説
は

決
し
て
互
い
に
排
除
し
あ
う
も
の
で
は
な
く
、
表
裏
一
體
の
關
係
に
あ
る
と
も
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い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
天
が
老
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
何

を
意
味
す
る
の
か
、
具
體
的
に
踏
み
こ
ん
で
言
及
し
て
い
る
注
釋
書
は
、
管
見

の
限
り
見
當
た
ら
な
い
。
本
論
は
、
關
連
す
る
李
賀
の
詩
句
な
ど
を
參
照
し
つ

つ
「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
全
體
を
精
讀
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

詩
句
「
天
若
有
情
天
亦
老
」
に
對
す
る
新
し
い
讀
み
を
提
出
せ
ん
と
す
る
試
み

で
あ
る
。

二
、
冒
頭
部
「
茂
陵
劉
郎
秋
風
客
、
夜
聞
馬
嘶
曉
無
跡
」

を
ど
う
讀
む
か

ま
ず
は
冒
頭
の
二
句
「
茂
陵
の
劉
郎

秋
風
の
客
、
夜

馬
の
嘶
き
を
聞
く
も

曉
に
跡
無
し
」
を
、
部
分
的
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
分
析
し
て
み
た
い
。
第
一

句
「
茂
陵
の
劉
郎
」
は
、
茂
陵
に
埋
葬
さ
れ
た
漢
の
武
帝
劉
徹
を
指
す
。
「
秋

風
の
客
」
が
や
や
分
か
り
に
く
い
が
、
諸
家
の
解
釋
は
お
お
む
ね
同
じ
方
向
性

を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
清
の
王
琦
は
「
秋
風
客
、
謂
其
在
世
無
幾
、
雖

享
年
久
遠
、
不
過
同
爲
秋
風
中
之
過
客
」
（
「
秋
風
の
客
」
と
は
、
こ
の
世
に

い
く
ら
も
留
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
命
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
秋
風
の
中
の

旅
人
同
然
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
）
と
注
す
る
。
原
田
憲
雄
氏
も
「
武

帝
は
前
八
七
年
、
七
〇
歳
で
死
ぬ
。
眞
晝
の
太
陽
の
よ
う
に
激
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
放
ち
つ
つ
照
り
輝
い
た
彼
の
生
涯
も
、
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
ま
さ
し
く
「
秋

風
の
客
」
、
こ
こ
に
在
る
か
と
思
え
ば
た
ち
ま
ち
か
し
こ
に
去
っ
て
し
ま
っ
た
、

秋
風
の
中
の
落
葉
の
よ
う
な
旅
人
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
」
と
解
説
し
て
お
り
、

ど
ち
ら
も
「
秋
風
の
客
」
を
、
「
秋
風
の
吹
く
中
、
慌
た
だ
し
く
去
っ
て
い
っ

た
旅
人
」
と
い
う
方
向
で
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
荒
井
健
氏
が
「
秋

風
と
共
に
は
か
な
く
も
去
っ
て
し
ま
っ
た
旅
人
。
武
帝
は
「
秋
風
の
辭
」
と
い

う
、
人
生
の
は
か
な
さ
を
嘆
じ
た
韻
文
を
作
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
引
っ
か
け
て

言
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
武
帝
が
自
ら
の
老
い
を
嘆
い
て
作
っ

た
と
さ
れ
る
「
秋
風
の
辭
」
と
の
關
連
性
も
、
注
釋
書
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
指

摘
さ
れ
る
。

こ
こ
で
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
第
一
句
「
秋
風
の
客
」
の
「
客
」
が
ど
の

よ
う
な
状
態
を
指
す
か
と
い
う
點
で
あ
る
。
人
の
生
死
に
關
わ
る
文
脈
で
「
客
」

が
詩
文
に
用
い
ら
れ
る
際
、
こ
の
語
が
意
味
す
る
状
態
に
は
、
あ
る
一
貫
し
た

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
古
い
用
例
と
し
て
は
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
三
（
『
文
選
』

卷
二
十
九
）
に
「
人
生
天
地
間
、
忽
如
遠
行
客
（
人

天
地
の
間
に
生
じ
、
忽

た
る
こ
と
遠
行
の
客
の
如
し
）
」
と
あ
る
の
が
參
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
李
善
注

は
、
『
尸
子
』
の
「
人
生
於
天
地
之
間
、
寄
也
。
寄
者
固
歸
（
人
の
天
地
の
間

に
生
ず
る
は
、
寄
す
る
な
り
。
寄
す
る
者
は
固
よ
り
歸
る
」
と
、
『
列
子
』
の

も
と

「
死
人
爲
歸
人
、
則
生
人
爲
行
人
矣
（
死
人
は
歸
人
た
れ
ば
、
則
ち
生
人
は
行

人
た
ら
ん
）
」
お
よ
び
『
韓
詩
外
傳
』
の
「
二
親
之
壽
、
忽
如
過
客
（
二
親
の

壽
は
、
忽
た
る
こ
と
過
客
の
如
し
）
」
を
、
關
連
す
る
記
述
と
し
て
引
い
て
い

る
。
他
に
も
、
た
と
え
ば
陶
淵
明
「
自
祭
文
」
（
『
靖
節
先
生
集
』
卷
七
）
の

「
陶
子
將
辭
逆
旅
之
館
、
永
歸
於
本
宅
（
陶
子

將
に
逆
旅
の
館
を
辭
し
、
永と
こ

し
へ
に
本
宅
に
歸
ら
ん
と
す
）
」
や
、
李
白
「
擬
古
十
二
首
」
其
九
（
『
李
太

白
文
集
』
卷
二
十
二
）
の
「
生
者
爲
過
客
、
死
者
爲
歸
人
。
天
地
一
逆
旅
、
同

悲
萬
古
塵
（
生
者
は
過
客
た
り
、
死
者
は
歸
人
た
り
。
天
地
は
一
逆
旅
、
同と
も

に
悲
し
む

萬
古
の
塵
）
」
な
ど
、
類
似
し
た
表
現
は
そ
れ
こ
そ
枚
擧
に
暇
が

な
い
。

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
共
通
し
て
見
出
せ
る
の
は
、
「
天
地
の
間
（
＝
逆
旅
）
」

に
か
り
そ
め
に
身
を
寄
せ
て
い
る
生
者
＝
「
過
客
（
＝
行
人
）
」
、
「
本
宅
（
＝
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本
來
の
住
處
）
」
に
歸
っ
て
い
く
死
者
＝
「
歸
人
」
と
み
な
す
人
々
の
認
識
で

あ
る
。
從
來
の
注
釋
者
は
、
恐
ら
く
右
の
よ
う
な
認
識
に
沿
っ
て
、
「
金
銅
仙

人
辭
漢
歌
」
第
一
句
の
「
秋
風
の
客
」
を
、
茂
陵
に
葬
ら
れ
る
前
、
す
な
わ
ち

生
前
の
武
帝
を
形
容
す
る
語
と
み
な
し
、
秋
風
の
吹
く
中
「
天
地
の
間
」
（
＝

こ
の
世
）
か
ら
「
本
宅
」
（
＝
あ
の
世
）
へ
去
っ
て
い
っ
た
旅
人
、
と
い
う
意

味
で
理
解
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
先
入
觀
に
と
ら
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

第
一
句
「
茂
陵
劉
郎
秋
風
客
」
は
名
詞
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
動
詞
を
介

す
る
こ
と
な
く
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ば
れ
た
二
つ
の
名
詞
フ
レ
ー
ズ
「
茂
陵
の

劉
郎
」
と
「
秋
風
の
客
」
は
、
同
格
と
み
な
す
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
は
、
「
茂
陵
」
と
い
う
定
語
を
冠
す
る
こ
と
で
、
「
劉
郎
」
は
生

前
の
武
帝
で
は
な
く
、
埋
葬
後
の
武
帝
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
點
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
秋
風
の
客
」
と
は
、
茂
陵
に
葬
ら
れ
た
後
も
「
本
宅
」

に
歸
る
こ
と
な
く
、
秋
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
「
天
地
の
間
」
を
さ
ま
よ
っ
て
い

る
旅
人
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

續
い
て
は
第
二
句
「
夜
聞
馬
嘶
曉
無
跡
」
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
こ
の

句
に
つ
い
て
は
、
解
釋
が
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
説
は
、
明

の
董
懋
策
が
「
言
榮
謝
如
旦
暮
（
榮
謝
す
る
こ
と
旦
暮
の
如
き
を
言
ふ
）
」
（
徐

渭
・
董
懋
策
注
『
唐
李
長
吉
詩
集
』
卷
二
）
と
注
す
る
よ
う
に
、
榮
枯
盛
衰
の

變
化
が
短
い
間
に
生
じ
た
こ
と
の
比
喩
表
現
と
み
な
す
説
で
あ
る
。
鈴
木
虎
雄

氏
は
「
武
帝
は
兵
を
國
外
に
用
い
、
西
域
を
征
伐
し
大
宛
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
方

面
）
の
天
馬
を
得
、
馬
嘶
と
い
う
は
そ
れ
ら
の
馬
の
鳴
聲
を
さ
す
。
夜
と
い
い

曉
と
い
う
は
瞬
息
の
間
に
盛
衰
變
化
す
る
を
い
う
」
と
注
し
、
董
懋
策
の
説
を

敷
衍
し
て
、
こ
の
句
の
含
意
を
よ
り
明
確
に
説
明
し
て
い
る
。

第
二
の
説
は
、
清
の
王
琦
が
「
謂
其
魂
魄
之
靈
、
或
于
晦
夜
巡
遊
、
仗
馬

嘶
鳴
、
宛
然
如
在
、
至
曉
則
隱
匿
不
見
矣
」
（
武
帝
の
靈
魂
が
、
あ
る
い
は
暗

夜
に
巡
り
歩
き
、
儀
仗
の
馬
が
嘶
い
て
、
あ
た
か
も
存
在
す
る
か
の
よ
う
だ
が
、

明
け
方
に
な
る
と
姿
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
）
と
注
す
る
よ
う
に
、
夜

中
に
武
帝
の
靈
が
出
沒
し
、
明
け
方
に
な
る
と
姿
を
消
す
の
だ
、
と
字
義
通
り

に
解
す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
句
に
「
武
帝
の
幽
靈
を
さ
す
」
と
注
す
る
荒
井
健

氏
や
、
「
夜
間
聽
到
漢
武
帝
神
靈
活
動
時
的
馬
叫
聲
」
（
夜
中
に
武
帝
の
神
靈

が
活
動
す
る
と
き
の
馬
の
鳴
き
聲
が
聞
こ
え
て
く
る
）
と
譯
出
す
る
徐
傳
武
氏

な
ど
、
多
く
の
注
釋
者
が
王
琦
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

筆
者
も
ま
た
、
王
琦
の
説
が
妥
當
と
考
え
る
。
『
漢
武
故
事
』
に
よ
る
と
、

武
帝
が
崩
御
し
た
後
、
祭
祀
を
行
う
と
何
者
か
が
供
物
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、

帝
が
現
れ
て
茂
陵
の
園
内
に
い
る
宮
女
を
生
前
と
同
じ
よ
う
に
寵
愛
し
た
り
、

茂
陵
の
番
人
が
天
子
の
儀
仗
に
似
た
行
列
を
見
か
け
た
り
と
い
っ
た
怪
異
が
頻

發
し
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
武
帝
の
靈
や
儀
仗
が
茂
陵
の
周
邊
で
目
撃
さ

（
一
一
）

れ
て
い
た
、
と
い
う
傳
承
が
唐
代
に
も
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
第
二
句
の
解
釋
は

王
琦
の
説
の
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
秋
風
の
辭
」
を

う
た
っ
て
老
い
を
嘆
き
、
不
老
長
生
を
求
め
て
金
銅
仙
人
を
造
っ
た
武
帝
は
、

死
後
も
な
お
「
本
宅
」
に
歸
っ
て
安
住
す
る
こ
と
が
で
き
ず
（
も
し
く
は
本
宅

に
歸
る
こ
と
を
拒
絶
し
）
、
こ
の
世
に
「
客
」
と
し
て
存
在
し
續
け
て
い
る
の

で
あ
る
。

三
、
語
の
重
出
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
（
上
）

次
に
注
目
し
た
い
の
は
、
「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
に
お
け
る
語
の
重
出
で
あ

る
。
あ
ま
り
目
立
た
な
い
の
だ
が
、
こ
の
詩
の
中
に
は
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
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語
が
實
は
七
つ
も
あ
る
。
第
一
句
末
尾
の
「
秋
」
「
風
」
「
客
」
三
字
が
ま
ず

そ
う
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
句
「
畫
欄
桂
樹
懸
秋
香
」
、
第
六
句
「
東
關
酸

、

風
射
眸
子
」
、
第
九
句
「
衰
蘭
送
客
咸
陽
道
」
に
重
出
す
る
。
第
四
句
「
三
十

、

、

六
宮
土
花
碧
」
の
「
宮
」
は
第
七
句
「
空
將
漢
月
出
宮
門
」
に
も
見
え
、
ま
た
、

、

、

こ
の
第
七
句
の
「
月
」「
出
」
は
、
ど
ち
ら
も
第
十
一
句
「
攜
盤
獨
出
月
荒
涼
」

、
、

に
重
出
し
て
い
る
。
最
後
の
一
つ
は
「
天
」
で
あ
り
、
第
十
句
「
天
若
有
情
天

、

、

亦
老
」
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
。

林
同
濟
氏
は
「
秋
」
と
「
出
」
が
重
出
す
る
こ
と
を
問
題
視
し
、
第
三
句

の
「
秋
香
」
を
「
枯
香
」
も
し
く
は
「
愁
香
」
の
誤
り
と
み
な
し
、
第
十
一
句

の
「
獨
出
」
を
「
獨
去
」
の
誤
り
と
み
な
し
て
い
る
。
原
田
憲
雄
氏
も
『
李
賀

（
一
二
）

歌
詩
編
』
一
（
平
凡
社
、
一
九
九
八
）
で
は
、
林
氏
の
説
に
從
っ
て
、
詩
の
本

文
第
三
句
の
「
秋
香
」
を
「
愁
香
」
に
、
第
十
一
句
の
「
獨
出
」
を
「
獨
去
」

に
改
め
て
い
る
。
林
氏
が
説
く
よ
う
に
、
「
枯
香
」
と
「
愁
香
」
は
そ
れ
ぞ
れ

李
賀
の
他
の
詩
「
新
夏
歌
」
（
卷
四
）
と
「
王
濬
墓
下
作
」
（
卷
三
）
に
用
例

が
見
え
る
語
で
は
あ
る
。
だ
が
、
筆
者
は
林
氏
の
説
に
贊
同
し
な
い
。
理
由
は

二
點
で
、
一
つ
は
こ
の
詩
の
本
文
を
「
愁
香
」（
も
し
く
は
「
枯
香
」
）「
獨
去
」

に
作
る
李
賀
集
の
版
本
が
存
在
し
な
い
た
め
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
秋
」
と

「
出
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
詩
に
お
け
る
語
の
重
出
が
必
ず
し
も
無
意
味

な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
「
秋
」
の
重
出
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
第
一
句
「
秋
風
客
」
の

「
秋
」
は
、
武
帝
が
身
を
置
く
「
茂
陵
」
の
季
節
で
あ
り
、
一
方
の
第
三
句
「
懸

秋
香
」
の
「
秋
」
は
、
金
銅
仙
人
が
身
を
置
く
「
三
十
六
宮
」
の
季
節
で
あ
る
。

二
つ
の
「
秋
」
は
、
「
茂
陵
」
か
ら
「
三
十
六
宮
」
へ
と
詩
の
場
面
を
ス
ム
ー

ズ
に
轉
換
さ
せ
る
た
め
の
媒
介
と
し
て
、
ま
ず
機
能
し
て
い
る
。
「
秋
」
と
い

う
共
通
項
で
結
ば
れ
て
い
る
「
茂
陵
」
と
「
三
十
六
宮
」
は
、
一
見
す
る
と
、

同
じ
時
間
を
共
有
す
る
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る

が
、
實
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
原
田
憲
雄
氏
は
、
こ
の
詩
の
第
三
・
四
句
「
畫

欄
桂
樹
懸
秋
香
、
三
十
六
宮
土
花
碧
」
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
「
金
銅
仙
人
を

つ
つ
ん
で
過
去
を
凝
固
し
た
漢
の
世
界
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述

（
一
三
）

べ
て
い
る
。

武
帝
の
歿
後
、
明
帝
が
世
を
領
ず
る
ま
で
、
三
百
年
の
あ
い
だ
、
金
銅

仙
人
が
故
主
を
懷
う
て
立
ち
つ
く
し
た
と
こ
ろ
は
、
幽
光
と
古
香
と
の
織

り
な
す
と
ば
り
が
時
の
流
れ
を
遮
斷
し
て
、
む
か
し
な
が
ら
の
漢
月
を
夜

々
に
棲
ま
せ
、
ひ
っ
そ
り
と
音
の
消
滅
し
た
、
非
現
實
の
世
界
で
あ
っ
た
。

（
一
四
）

筆
者
も
原
田
氏
と
同
じ
く
、
金
銅
仙
人
が
も
と
も
と
身
を
置
い
て
い
た
「
三

十
六
宮
」
は
、
時
が
流
れ
て
い
る
外
の
世
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
空
間
、
時
の
流

れ
に
超
然
と
し
た
場
で
あ
る
と
考
え
る
。
根
據
の
一
つ
と
し
て
ま
ず
擧
げ
ら
れ

る
の
は
、
第
四
句
「
土
花
碧
」
の
「
碧
」
が
内
包
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
李

賀
の
詩
に
現
れ
る
色
彩
語
「
碧
」
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
の
は
、
流
れ
る
時
の

影
響
力
を
超
越
し
た
場
や
存
在
の
象
徴
と
し
て
、
し
ば
し
ば
機
能
し
て
い
る
こ

と
だ
。
た
と
え
ば
、
「
秋
來
」
（
卷
一
）
の
末
尾
に
は
、

秋
墳
鬼
唱
鮑
家
詩

秋
墳

鬼
は
唱
ふ

鮑
家
の
詩

恨
血
千
年
土
中
碧

恨
血
千
年

土
中
の
碧

と
あ
り
、
千
年
と
い
う
時
を
經
て
も
土
の
中
で
な
お
輝
き
を
放
ち
つ
づ
け
る
、

恨
み
の
血
の
結
晶
と
し
て
「
碧
」
が
點
綴
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
秦
王
飮
酒
」

（
卷
一
）
の
冒
頭
部
を
見
て
み
る
と
、
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秦
王
騎
虎
遊
八
極

秦
王

虎
に
騎
り
て

八
極
に
遊
ぶ

劍
光
照
空
天
自
碧

劍
光

空
を
照
ら
せ
ば

天
は

自

ら
碧
な
り

お
の
づ
か

羲
和
敲
日
玻
璃
聲

羲
和

日
を
敲
け
ば

玻
璃
の
聲
あ
り

劫
灰
飛
盡
古
今
平

劫
灰

飛
び
盡
く
し
て

古
今
平
ら
か
な
り

秦
王
の
持
つ
劍
の
光
が
空
を
照
ら
す
と
、
天
の
色
が
自
ず
と
「
碧
」
に
變
わ
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、
流
れ
る
時
の
象
徴
で
あ
る
太
陽
が
ガ
ラ
ス
の
音
を
立
て
て
碎

け
散
る
。
世
界
は
劫
火
で
燒
か
れ
、
燃
え
の
こ
っ
た
灰
が
風
で
す
べ
て
飛
ば
さ

れ
る
と
、
昔
と
今
の
區
別
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
準
備
さ

れ
た
時
の
觀
念
が
存
在
し
な
い
場
に
お
い
て
、
秦
王
は
酒
宴
を
開
き
、
享
樂
を

ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
「
碧
」
は
、
時
が
無
力
化
さ
れ

た
場
の
現
出
を
示
す
符
牒
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
古
悠
悠
行
」
（
卷

（
一
五
）

二
）
の
前
半
部
で
は
、

白
景
歸
西
山

白
景

西
山
に
歸
り

碧
華
上
迢
迢

碧
華

上
り
て
迢
迢
た
り

今
古
何
處
盡

今
古

何
れ
の
處
に
か
盡
く

千
歳
隨
風
飄

千
歳

風
に
隨
ひ
て
飄
る

と
あ
り
、
月
が
「
碧
華
」
と
い
う
語
で
示
さ
れ
て
い
る
。
月
の
代
詞
と
し
て
こ

の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
。
こ
こ
で
「
碧
華
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
月
は
、
千
年
と
い
う
時
間
さ
え
一
瞬
で
吹
き
流
し
て
し
ま
う
恐
る
べ
き
風
に

さ
ら
さ
れ
て
も
、
影
響
を
蒙
る
こ
と
な
く
、
無
窮
の
出
入
を
超
然
と
繰
り
返
す

も
の
と
し
て
あ
る
。

「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
の
「
碧
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。「
土

花
」
（
＝
苔
）
の
「
碧
」
は
、
あ
た
か
も
「
三
十
六
宮
」
に
張
ら
れ
た
結
界
の

ご
と
く
機
能
し
、
外
界
か
ら
流
れ
こ
も
う
と
す
る
時
間
を
遮
斷
し
て
い
る
。「
土

花
碧
、
謂
故
宮
荒
涼
生
綠
苔
也
（
土
花
碧
な
り
は
、
故
宮
の
荒
涼
と
し
て
綠
苔

生
ず
る
を
謂
ふ
な
り
）
」
と
注
す
る
呉
正
子
の
よ
う
に
、
離
宮
の
荒
廢
ぶ
り
を

（
一
六
）

強
調
す
る
た
め
の
語
と
し
て
「
土
花
碧
」
を
と
ら
え
る
注
釋
者
が
多
い
の
だ
が
、

こ
れ
は
詩
文
に
お
け
る
苔
の
記
號
性
に
目
を
と
ら
わ
れ
た
解
釋
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
同
じ
く
離
宮
を
描
冩
し
た
第
三
句
「
畫
欄
桂
樹
懸
秋
香
」
は
「
荒
涼
」
を

感
じ
さ
せ
な
い
。「
土
花
」
の
「
碧
」
が
喚
起
さ
せ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
の
よ
う
に
、

「
畫
欄
」
も
ま
た
鮮
や
か
で
生
々
し
い
色
彩
を
輝
か
せ
て
い
る
。「
桂
樹
」
は
、

武
帝
が
長
安
に
造
營
し
た
離
宮
で
あ
る
桂
宮
に
ち
な
ん
だ
樹
で
あ
る
と
同
時

に
、
月
に
あ
る
と
い
う
神
話
的
な
樹
を
想
起
さ
せ
（
第
七
句
の
「
漢
月
」
と
も

呼
應
す
る
）
、
神
秘
的
な
雰
圍
氣
を
釀
し
だ
す
。

「
三
十
六
宮
」
は
、
金
銅
仙
人
の
抱
く
幻
影
が
物
質
化
し
た
空
間
と
い
っ

て
も
よ
い
。
こ
の
空
間
を
導
き
出
す
の
が
、
第
二
句
「
夜
聞
馬
嘶
曉
無
跡
」
の

「
聞
」
で
あ
る
。
こ
の
動
詞
に
は
主
語
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
第
一
句

の
「
劉
郎
」
が
聞
い
て
い
る
と
も
、
後
世
の
人
々
が
聞
い
て
い
る
と
も
と
れ
る

の
だ
が
、
の
み
な
ら
ず
、
動
作
の
主
體
は
さ
ら
に
金
銅
仙
人
に
ま
で
擴
大
し
、

夜
ご
と
に
武
帝
の
馬
の
嘶
き
を
耳
に
し
な
が
ら
、
今
な
お
武
帝
と
と
も
に
あ
る

夢
の
中
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
金
銅
仙
人
の
像
が
イ
メ
ー
ジ
を
結
び
、
そ
れ
に
伴

っ
て
彼
の
身
を
置
く
幻
影
の
場
（
第
三
・
四
句
）
が
テ
ク
ス
ト
と
し
て
立
ち
現

れ
る
。
こ
の
場
の
季
節
が
秋
な
の
は
、
「
秋
風
の
客
」
で
あ
る
武
帝
と
金
銅
仙

人
が
シ
ン
ク
ロ
し
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
「
茂
陵
」
の
秋
と
「
三
十

六
宮
」
の
秋
は
、
同
じ
季
節
で
あ
り
な
が
ら
隔
絶
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
時
間
を

共
有
し
て
い
な
い
。
金
銅
仙
人
が
身
を
置
く
の
は
、
漢
代
の
ま
ま
時
が
凝
固
し
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た
永
遠
の
秋
な
の
で
あ
る
。

四
、
語
の
重
出
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
（
下
）

次
に
「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
に
重
出
す
る
「
風
」
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。

第
一
句
「
茂
陵
劉
郎
秋
風
客
」
の
「
風
」
は
、
武
帝
に
吹
き
つ
け
る
風
で
あ
り
、

第
六
句
「
東
關
酸
風
射
眸
子
」
の
「
風
」
は

金
銅
仙
人
に
吹
き
つ
け
る
風
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
「
風
」
は
、
ど
ち
ら
も
時
間
を
吹
き
流
す
動
力
と
し
て
機

能
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
參
考
に
な
る
の
が
、
前
章
で
引
い
た
「
秦
王
飮

酒
」
と
「
古
悠
悠
行
」
に
お
け
る
時
間
の
表
現
で
あ
る
。
「
秦
王
飮
酒
」
の
詩

句
「
劫
灰
飛
盡
古
今
平
」
に
お
い
て
は
、
「
劫
灰
」
と
い
う
物
質
を
風
で
飛
散

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
の
觀
念
の
喪
失
が
示
さ
れ
て
い
た
。「
古
悠
悠
行
」

に
い
う
「
千
歳
隨
風
飄
」
も
類
似
し
た
發
想
で
あ
り
、
千
年
と
い
う
時
間
が
あ

た
か
も
塵
の
ご
と
く
風
に
吹
か
れ
て
ひ
る
が
え
る
樣
子
で
、
無
窮
な
る
時
の
慌

た
だ
し
い
經
過
が
表
さ
れ
て
い
る
。

（
一
七
）

「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
に
お
け
る
風
に
つ
い
て
も
、
こ
の
視
點
で
分
析
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
時
の
流
れ
に
超
然
と
し
た
場
で
あ
る
「
三
十
六
宮
」

に
は
、
風
が
吹
い
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
第
三
句
「
畫
欄
桂
樹
懸
秋
香
」

の
「
懸
秋
香
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
か
ら
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
動
詞
の

「
懸
」
は
、
地
面
と
は
垂
直
方
向
に
、
上
か
ら
下
へ
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
状
態

を
指
す
。
枝
か
ら
實
際
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
は
「
桂
樹
」
の
花
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
秋
香
」
を
花
の
代
詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
ず
か
な
風

に
も
揺
ら
ぐ
は
ず
の
纖
細
な
香
り
さ
え
擴
散
し
て
い
な
い
、
靜
的
な
空
間
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
空
間
に
「
東
關
」
（
通
説
で
は
函
谷
關
を
指
す
）
か
ら
吹
き
こ
ん
で
く

る
の
が
「
酸
風
」
で
あ
る
。
こ
の
風
は
「
三
十
六
宮
」
に
侵
入
し
て
淀
ん
だ
空

氣
を
攪
拌
し
、
凝
固
し
て
い
た
時
間
が
融
け
て
流
れ
だ
す
契
機
と
な
る
。
夢
の

中
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
た
金
銅
仙
人
を
現
實
に
引
き
戻
し
た
の
は
、
「
酸
風
」
と

と
も
に
東
か
ら
や
っ
て
き
た
「
魏
官
」
で
あ
っ
た
。
第
六
句
の
「
眸
子
を
射
る
」

は
、
夢
か
ら
覺
め
て
受
け
入
れ
が
た
い
現
實
―
―
漢
の
武
帝
の
御
世
は
す
で
に

失
わ
れ
、
魏
の
皇
帝
が
君
臨
し
て
い
る
世
界
―
―
を
目
に
し
た
金
銅
仙
人
の
驚

き
と
苦
痛
を
、
端
的
に
表
し
て
い
る
。
「
三
十
六
宮
」
に
異
變
が
起
き
て
い
る

一
方
、
武
帝
が
い
る
茂
陵
は
と
い
え
ば
、
も
と
も
と
「
秋
風
」
が
吹
い
て
お
り
、

當
初
か
ら
時
間
が
流
れ
る
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
武
帝
は
そ
の
風
と
時

間
の
中
を
、
「
客
」
と
し
て
永
遠
に
さ
ま
よ
い
續
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

續
い
て
目
を
向
け
た
い
の
は
、
詩
題
に
い
う
「
金
銅
仙
人
の
漢
を
辭
す
る
」

樣
子
を
描
い
た
後
半
部
「
空
將
漢
月
出
宮
門
、
憶
君
清
涙
如
鉛
水
。
衰
蘭
送
客

咸
陽
道
、
天
若
有
情
天
亦
老
。
攜
盤
獨
出
月
荒
涼
、
渭
城
已
遠
波
聲
小
」
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
前
半
に
登
場
し
た
「
魏
官
」
は
透
明
な
存
在
と
な
り
、
實
際
に

は
強
制
的
に
連
行
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
敍
述
の
上
で
は
金
銅
仙
人
が
主
體
と

な
っ
て
「
宮
門
を
出
づ
」
と
い
う
行
爲
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
宮
門
」
は

「
三
十
六
宮
」
の
門
を
指
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
「
出
づ
」
と
い
う
の
は
、
幻

影
と
し
て
の
漢
の
時
間
、
漢
の
空
間
か
ら
、
現
實
の
時
空
へ
と
足
を
踏
み
出
し

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
「
漢
を
辭
し
た
」
金
銅
仙
人
は
、
「
客
」
と
し
て
「
衰
蘭
」
に
見

送
ら
れ
、
魏
の
都
へ
向
け
て
出
發
す
る
（
第
九
句
「
衰
蘭
送
客
咸
陽
道
」
）
。

こ
こ
で
金
銅
仙
人
が
「
客
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
明
の
曾

益
は
「
以
就
道
云
客
（
道
に
就
く
を
以
て
客
と
云
ふ
）
」
と
注
し
て
い
る
が
、

よ
り
重
要
な
の
は
、
第
一
句
の
「
茂
陵
の
劉
郎
」
と
金
銅
仙
人
と
が
「
客
」
と
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い
う
呼
稱
を
共
有
し
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
武
帝
は
す
で
に
茂
陵
に
葬
ら
れ
た

身
で
あ
る
の
で
、
死
と
い
う
旅
の
終
着
驛
を
も
た
な
い
。
そ
も
そ
も
生
物
で
は

な
い
金
銅
仙
人
も
ま
た
、
壽
命
が
盡
き
て
旅
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

「
三
十
六
宮
」
か
ら
足
を
踏
み
出
し
、
風
と
時
間
に
さ
ら
さ
れ
た
金
銅
仙
人
は
、

武
帝
と
同
じ
く
永
遠
の
「
秋
風
の
客
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
を
見
送
る
植

物
が
枯
れ
か
け
た
「
衰
蘭
」
で
あ
る
の
も
、
「
咸
陽
の
道
」
が
風
と
時
間
の
吹

き
荒
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、「
三

十
六
宮
」
内
部
の
植
物
が
、
神
話
的
な
「
桂
樹
」
や
「
碧
」
を
た
た
え
た
苔
で

あ
っ
た
の
と
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し
て
い
る
。

「
三
十
六
宮
」
内
外
に
お
け
る
時
の
質
的
異
同
は
、
こ
の
詩
に
重
出
す
る

「
月
」
の
對
比
か
ら
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
七
句
「
空
將
漢
月
出
宮

門
」
の
月
は
「
漢
月
」
、
す
な
わ
ち
漢
代
の
月
だ
が
、
第
十
一
句
「
攜
盤
獨
出

月
荒
涼
」
の
月
は
、
定
語
を
冠
さ
な
い
た
だ
の
「
月
」
で
あ
る
。
時
の
流
れ
に

超
然
と
し
た
「
三
十
六
宮
」
で
は
、
漢
代
の
月
が
そ
の
ま
ま
存
在
し
て
い
ら
れ

た
が
、
い
っ
た
ん
「
宮
門
」
を
出
て
流
れ
る
時
間
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
も
は
や

「
漢
月
」
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
ず
、
た
だ
の
「
月
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

月
は
「
荒
涼
」
と
し
て
お
り
、
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
「
宮
門
」
を
出
る

際
に
は
「
漢
月
と
将
に
」
あ
っ
た
金
銅
仙
人
は
、
気
づ
け
ば
「
獨
り
」
に
な
っ

て
お
り
、
漢
代
の
遺
物
で
あ
る
承
露
盤
を
「
漢
月
」
の
形
見
の
よ
う
に
攜
え
、

終
わ
り
の
見
え
な
い
旅
路
に
就
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
老
」

こ
こ
で
當
初
の
問
題
に
戻
り
、
第
十
句
「
天
若
有
情
天
亦
老
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
句
か
ら
は
、
ま
ず
以
下
の
二
點
を
讀
み
取
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
は
、
「
天
に
若
し
情
有
ら
ば
…
」
と
假
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
天
は
「
無
情
」
（
情
を
も
た
な
い
）
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ

は
「
有
情
」
の
も
の
は
老
い
る
（
逆
に
い
え
ば
「
無
情
」
の
も
の
は
老
い
な
い
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
詩
の
中
で
明
確
に
「
有
情
」
の
存
在
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
君
主
の
こ
と
を
追
憶
し
て
涙
を
流
し
て
い
る
（
第
八

句
「
憶
君
清
涙
如
鉛
水
」
）
金
銅
仙
人
に
他
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も

（
一
八
）

生
物
で
は
な
い
金
銅
仙
人
も
老
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
ど
う
説

明
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
假
に
天
が
情
を
も
っ
た
と
し
て
、
そ
の
天

が
老
い
る
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
を
解
く
に
當
た
っ
て
、
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
、

成
瀬
哲
生
氏
の
論
考
「
李
賀
に
お
け
る
「
老
」
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
成
瀬
氏

（
一
九
）

は
、
李
賀
の
詩
に
頻
出
す
る
「
老
」
字
の
用
例
を
悉
皆
調
査
し
、
そ
の
用
字
の

（
二
〇
）

對
象
に
「
植
物
が
多
い
」
「
人
間
が
少
な
い
」
「
自
己
が
少
な
い
」
と
い
う
三

つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
他
の
詩
人
に
お
け
る
「
老
」
字
の
用
例

は
「
植
物
が
少
な
い
」
「
人
間
が
多
い
」
「
自
己
が
多
い
」
と
い
う
眞
逆
の
傾

向
を
示
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、

李
賀
の
詩
に
は
、
植
物
を
最
多
と
し
て
、
人
間
以
外
の
も
の
に
「
老
」
字
を
用

い
た
例
が
確
か
に
お
び
た
だ
し
く
存
在
す
る
。
一
例
と
し
て
、
成
瀬
氏
も
論
考

の
中
で
引
い
て
い
る
「
李
憑
箜
篌
引
」
（
卷
一
）
の
第
十
一
・
十
二
句
を
見
て

み
よ
う
。

夢
入
神
山
教
神
嫗

夢
に
神
山
に
入
り
て

神
嫗
に
教
ふ
れ
ば

老
魚
跳
波
瘦
蛟
舞

老
魚
波
に
跳
り

瘦
蛟
舞
ふ

お
ど
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こ
の
詩
は
、
李
憑
と
い
う
名
手
の
奏
で
る
箜
篌
の
音
色
が
「
中
國
」
か
ら

擴
散
し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
感
應
さ
せ
て
い
く
樣
子
を
描
く
。
引
用
し
た
二
句

は
、『
捜
神
記
』
に
見
え
る
箜
篌
の
名
手
「
成
夫
人
」
の
故
事
を
踏
ま
え
つ
つ
、

（
二
一
）

李
憑
の
彈
奏
の
靈
妙
さ
を
稱
え
た
部
分
。
下
句
の
「
老
魚
」
と
「
瘦
蛟
」
に
つ

い
て
、
成
瀬
氏
は
「
表
面
の
老
化
現
象
で
あ
る
暗
色
化
、
枯
硬
化
は
、
彼
ら
に

動
物
的
精
氣
の
喪
失
を
も
た
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
喪
失
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
内
部
で
凝
固
し
濃
密
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
老
は
、

變
化
生
成
の
過
程
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
「
よ
り
明
ら
か
に
老
が
生
の
濃

密
化
で
あ
り
死
へ
の
あ
ら
が
い
で
あ
る
こ
と
を
示
す
」
例
と
し
て
、
李
賀
「
神

絃
曲
」
（
卷
四
）
の
末
尾
、

百
年
老
鴞
成
木
魅

百
年
の
老
鴞

木
魅
と
成
り

笑
聲
碧
火
巢
中
起

笑
聲
碧
火

巢
中
に
起
こ
る

を
擧
げ
る
。
こ
こ
で
は
、
齡
百
年
を
越
え
て
木
の
精
靈
と
な
っ
た
ふ
く
ろ
う
に

、
、
、
、

「
老
」
と
い
う
字
が
冠
さ
れ
て
い
る
。
成
瀬
氏
は
、
こ
の
用
例
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。「
も
は
や
老
は
、
未
來
に
死
を
豫
定
さ
れ
た
過
程
で
は
な
く
、

生
は
質
的
變
化
を
起
し
て
、
異
次
元
の
生
を
獲
得
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
李
賀

が
「
老
」
字
を
冠
す
る
動
物
は
、
お
お
む
ね
激
し
い
生
命
力
を
隱
し
も
つ
異
類

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
い
え
る
。
異
類
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
死
へ
の
恐
れ
に
對
し

て
、
李
賀
の
全
體
性
を
實
現
す
る
相
補
的
な
生
の
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
に
配
せ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
。
こ
の
よ
う
に
成
瀬
氏
は
、
李
賀
が
動
物
に
冠
す
る

「
老
」
に
、
「
死
へ
の
恐
れ
」
へ
の
反
動
と
し
て
濃
密
化
さ
れ
た
「
生
の
イ
メ

ー
ジ
」
を
見
出
し
て
い
る
。

（
二
二
）

確
か
に
「
神
絃
曲
」
の
ふ
く
ろ
う
は
、
老
い
る
こ
と
で
生
命
力
が
濃
密
化
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
「
李
憑
箜
篌
引
」
の
「
老
魚
」
が
激
し
い
生

命
力
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
て
「
波
に
跳
る
」
の
は
、
「
老
」
が
も
た
ら
し
た
效
果

と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
李
憑
の
箜
篌
の
力
が
引
き
起
こ
し
た
奇
跡
と
い
う
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
諸
注
が
引
く
『
列
子
』
湯
問
篇
に
「
匏
巴
琴
を
鼓
せ

ば
、
鳥
は
舞
ひ
魚
は
躍
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
妙
な
る
音
樂
は
鳥
や
魚
に
さ
え

喜
び
を
も
た
ら
し
、
躍
動
さ
せ
る
。
同
じ
よ
う
に
「
老
魚
」
や
「
瘦
蛟
」
は
、

李
憑
の
箜
篌
の
音
に
よ
っ
て
生
命
力
を
吹
き
こ
ま
れ
、
そ
の
表
れ
と
し
て
跳
ね

た
り
舞
っ
た
り
し
て
い
る
の
だ
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

李
賀
が
「
老
」
を
動
物
に
冠
し
た
例
を
、
も
う
一
つ
見
て
み
よ
う
。

老
兔
寒
蟾
泣
天
色

老
兔
寒
蟾

天
色
に
泣
く

雲
樓
半
開
壁
斜
白

雲
樓
は
半
ば
開
き
て

壁
は
斜
め
に
白
し

「
夢
天
」
（
卷
一
）
冒
頭
の
月
の
描
冩
で
あ
る
。
上
句
は
難
解
だ
が
、
月
の

周
圍
の
空
が
光
を
浴
び
、
兔
や
ひ
き
が
え
る
の
涙
で
滲
ん
だ
よ
う
に
ぼ
や
け
て

見
え
る
こ
と
を
い
う
と
今
は
解
し
て
お
く
。
「
兔
」
と
「
蟾
」
は
月
の
換
喩
と

し
て
頻
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
句
の
そ
れ
は
「
老
」
「
寒
」
と
い
う
形
容
詞
で
修

飾
さ
れ
、
さ
ら
に
「
泣
」
と
い
う
動
詞
が
後
ろ
に
續
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
單
な

る
月
の
代
詞
に
留
ま
ら
ず
、
年
老
い
た
兔
と
、
冷
た
い
肌
の
ひ
き
が
え
る
の
イ

メ
ー
ジ
を
も
、
視
覺
的
に
喚
起
さ
せ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
單
獨
で
も
月
を
表
し
得
る

「
老
兔
」
と
「
寒
蟾
」
を
あ
え
て
併
置
し
て
い
る
こ
と
も
、
兔
と
ひ
き
が
え
る

の
記
號
化
を
防
ぐ
效
果
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
兔
が
「
老
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
徐
傳
武
氏
が
「
因
月
亮
古
老
、
所

以
想
象
月
中
之
兔
也
年
老
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
太
古
か
ら
存
在
す
る
月
の
時

間
的
堆
積
に
基
づ
い
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
加
え
て
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
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報告 二

「
不
死
の
藥
」
を
盗
ん
で
飮
み
、
月
に
出
奔
し
た
嫦
娥
の
化
身
で
あ
る
「
寒
蟾
」

と
同
じ
く
、
「
老
兔
」
が
不
死
の
存
在
と
し
て
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
「
老
兔
」

（
二
三
）

は
、
月
と
と
も
に
無
窮
に
生
き
續
け
る
運
命
に
あ
る
。
常
識
的
に
は
「
不
死
」

は
「
不
老
」
と
不
可
分
の
關
係
に
あ
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
老
」
と
「
不

死
」
が
逆
説
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

李
賀
が
多
用
す
る
植
物
の
「
老
」
に
も
、
「
不
死
」
と
結
び
つ
く
例
が
見
ら

れ
る
。
「
湘
妃
」
（
卷
一
）
の
冒
頭
が
そ
れ
で
あ
る
。

筠
竹
千
年
老
不
死

筠
竹

千
年

老
ゆ
る
も
死
せ
ず

伴
秦
娥
蓋
湘
水

長
し
へ
に
秦
娥
に
伴
ひ
て

湘
水
を
蓋
ふ

と
こ

一
篇
は
、
舜
帝
の
崩
御
を
悼
ん
で
妃
で
あ
る
娥
皇
と
女
英
が
涙
を
こ
ぼ
し

た
結
果
、
竹
に
ま
だ
ら
の
模
樣
が
で
き
た
と
い
う
、
有
名
な
斑
竹
に
ま
つ
わ
る

傳
承
を
踏
ま
え
る
。
首
句
の
「
筠
竹
」
は
、
斑
竹
の
こ
と
。
曾
益
が
「
蓋
竹
不

滅
則
涙
不
滅
、
涙
不
滅
則
湘
妃
不
滅
。
千
年
不
死
、
言
至
今
存
（
蓋
し
竹
滅
せ

ざ
れ
ば
則
ち
涙
滅
せ
ず
、
涙
滅
せ
ざ
れ
ば
則
ち
湘
妃
滅
せ
ず
。
千
年
死
せ
ず
は
、

今
に
至
る
も
存
す
る
を
言
ふ
）
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
「
老
ゆ
る
も
死
せ
ず
」

の
主
體
は
、
斑
竹
で
も
あ
り
、
斑
竹
に
涙
の
痕
を
の
こ
す
こ
と
で
不
滅
の
存
在

と
な
っ
た
「
湘
妃
」
で
も
あ
る
。
第
二
句
の
「
秦
娥
」
は
、
文
字
通
り
に
は
長

安
地
方
の
美
女
と
い
う
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
は
王
琦
が
「
二
妃
の
靈
」
と
解
す

る
の
に
從
う
べ
き
だ
ろ
う
。
湘
水
に
沒
し
て
神
靈
と
な
っ
た
「
湘
妃
」
は
、
千

年
と
い
う
時
間
の
堆
積
に
伴
っ
て
「
老
い
」
つ
つ
も
、
決
し
て
死
ぬ
こ
と
は
な

く
、
葉
を
茂
ら
せ
て
湘
水
を
覆
う
斑
竹
に
そ
の
身
を
溶
け
こ
ま
せ
、
永
遠
に
存

在
し
續
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

植
物
に
溶
け
こ
む
よ
う
に
し
て
暗
示
さ
れ
る
人
間
の
生
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
、
李
賀
の
詩
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
か
つ
「
老
」
が
用

（
二
四
）

い
ら
れ
た
例
と
し
て
、
七
絶
「
三
月
過
行
宮
」
（
卷
二
）
の
全
文
を
以
下
に
擧

げ
よ
う
。

渠
水
紅
蘩
擁
御
墻

渠
水
の
紅
蘩

御
墻
を
擁
し

風
嬌
小
葉
學
娥
粧

風
は
嬌
と
し
て

小
葉

娥
粧
を
學
ぶ

垂
簾
幾
度
青
春
老

垂
簾

幾
度
か
青
春
老
ゆ

堪
鎖
千
年
白
日
長

鎖
す
に
堪
へ
た
り

千
年
白
日
の
長
き
に

と
ざ

起
句
は
、
行
宮
の
垣
根
を
と
り
ま
く
御
濠
と
、
そ
の
水
際
に
生
え
て
い
る

植
物
の
描
冩
で
あ
る
。「
紅
蘩
」
は
、
呉
正
子
注
本
を
は
じ
め
と
し
て
「
紅
繁
」

に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
り
、
呉
正
子
は
「
紅
繁
は
荷
な
り
」
と
注
す
る
。
王
琦

は
そ
の
説
に
疑
問
を
呈
し
、
「
紅
繁
」
は
「
葒
」
と
「
蘩
」
と
い
う
二
種
類
の

植
物
を
指
す
こ
と
を
考
證
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な
の
は
、「
紅
」

が
化
粧
品
と
し
て
の
べ
に
を
想
起
さ
せ
、
そ
れ
が
承
句
の
「
娥
粧
を
學
ぶ
」
へ

、
、

と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
「
小
葉
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
虎
雄
氏
が
「
こ

れ
は
多
分
柳
の
葉
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
柳
葉
だ
か
ら
柳
眉
へ
と
連

想
し
た
」
と
注
す
る
の
に
從
い
た
い
。
柳
の
葉
は
そ
の
細
長
い
形
状
か
ら
、
し

ば
し
ば
女
性
の
眉
に
た
と
え
ら
れ
る
。
化
粧
し
た
美
人
の
眉
を
眞
似
た
か
の
よ

う
な
「
小
葉
」
は
、
「
嬌
と
し
た
」
風
に
吹
か
れ
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
艷
か
し

さ
を
帶
び
、
起
句
の
「
紅
」
と
も
相
俟
っ
て
、
行
宮
に
い
る
美
し
い
宮
女
の
存

在
を
暗
示
す
る
。

轉
句
も
ま
た
、
重
層
的
な
意
味
を
内
包
し
て
い
る
。
「
青
春
老
」
は
、
春
の

勢
い
が
衰
え
て
ゆ
く
こ
と
を
い
う
が
、
の
み
な
ら
ず
、
詩
の
前
半
部
で
暗
示
さ
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れ
て
い
た
宮
女
の
存
在
が
こ
の
語
に
干
渉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮
女
が
青
春

期
を
こ
の
行
宮
で
過
ご
し
、
年
老
い
て
ゆ
く
こ
と
を
も
同
時
に
ほ
の
め
か
す
。

こ
の
「
老
」
は
、
上
に
「
幾
度
」
と
あ
る
よ
う
に
、
繰
り
返
さ
れ
る
状
態
の
推

移
と
し
て
あ
る
。
「
幾
人
」
で
は
な
く
「
幾
度
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮

女
は
個
と
し
て
で
は
な
く
、
い
わ
ば
類
と
し
て
意
識
さ
れ
、
循
環
す
る
季
節
と

と
も
に
、
宮
女
が
次
か
ら
次
へ
と
年
老
い
て
ゆ
く
イ
メ
ー
ジ
が
、
こ
の
句
か
ら

は
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
繰
り
返
し
は
、
結
句
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
千
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
太
陽
の
照
り
續
け
る
限
り
終
わ
ら
な
い
こ

と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
た
時
、
李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
老
」
の
用
い
ら
れ
方
に
は
、
あ

る
一
定
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
時
間
の

流
れ
に
乘
っ
て
無
窮
に
存
在
し
續
け
る
も
の
に
對
し
て
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
時
間
の
流
れ
に
乘
っ
て
」
は
、
時
の

推
移
に
伴
っ
て
變
化
を
蒙
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
た
と
え
變
化
を

蒙
ら
な
く
と
も
、
流
れ
る
時
間
の
中
に
自
身
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
覺
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
時
間
の
流
れ
に
乘
る
者
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
老
」
の
先
に
「
死
」
と
い
う

終
着
驛
が
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
無
窮
に
存
在
し
續
け
る
こ
と
が
運
命
づ
け
ら

れ
て
い
る
點
な
の
で
あ
る
。

六
、
「
天
若
有
情
天
亦
老
」
を
ど
う
讀
む
か

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
精
讀
と
、
李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
老
」
の
分
析
結
果

を
還
元
す
る
こ
と
で
、
第
十
句
「
天
若
有
情
天
亦
老
」
を
ど
う
讀
む
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
句
か
ら
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
天
は
「
無
情
」
で
あ
る
、
「
有
情
」
の
も
の
は
老
い
る
と
い
う
二
つ
の
認

識
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
無
情
」
の
天
が
「
有
情
」
の
存
在
に
な
る

と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
「
流
れ
る
時
間
の
中
に
自
身
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

知
覺
で
き
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
、
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な

い
か
。

こ
の
第
十
句
で
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
、
「
天

亦
老
」
の
「
亦
」
で
あ
る
。
こ
の
「
亦
」
は
、
「
Ａ
は
Ｃ
で
あ
る
。
Ｂ
も
ま
た

Ｃ
で
あ
る
」
の
「
も
ま
た
」
と
解
す
る
に
せ
よ
、
「
Ｂ
さ
え
も
Ｃ
で
あ
る
」
の

「
さ
え
も
」
と
解
す
る
に
せ
よ
、
Ｃ
と
い
う
状
態
や
動
作
を
Ｂ
と
共
有
す
る
Ａ

（
も
し
く
は
Ａ
を
含
む
別
の
集
合
體
）
の
存
在
を
前
提
と
し
て
用
い
ら
れ
る
副

詞
と
い
っ
て
よ
い
。
Ｂ
に
「
天
」
を
、
Ｃ
に
「
老
」
を
そ
れ
ぞ
れ
當
て
は
め
た

時
、
Ａ
に
該
當
す
る
も
の
を
金
銅
仙
人
と
み
な
せ
ば
、
こ
の
句
の
含
意
は
よ
り

明
瞭
と
な
る
。
假
に
今
「
天
に
も
し
情
が
有
れ
ば
（
金
銅
仙
人
と
同
じ
よ
う
に
）

天
も
ま
た
老
い
る
で
あ
ろ
う
」
と
理
解
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
場
合
、
も
と
も
と
非
生
物
で
あ
る
金
銅
仙
人
が
「
老
い
る
」
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
は
怪
し
む
に
足
ら
な
い
。
前
章
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
李

賀
の
詩
に
お
い
て
は
、
時
間
の
流
れ
に
乘
っ
て
無
窮
に
存
在
し
續
け
る
も
の
に

對
し
て
、
し
ば
し
ば
「
老
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
「
三
十
六
宮
」
の
内
側
で

凝
固
し
て
い
た
漢
代
の
時
空
か
ら
、
風
と
時
間
の
吹
き
荒
れ
る
場
へ
と
連
れ
出

さ
れ
た
金
銅
仙
人
は
、
死
後
も
な
お
「
本
宅
」
に
歸
ら
ず
さ
ま
よ
い
續
け
る
武

帝
と
同
様
、
ま
さ
に
「
死
」
と
い
う
終
着
驛
を
も
た
な
い
「
客
」
と
し
て
あ
る
。

一
方
、
天
は
不
朽
の
存
在
を
代
表
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
時
の
流
れ
に
超
然

と
し
て
お
り
、
「
老
い
」
と
は
無
縁
で
あ
る
。
そ
ん
な
天
に
も
し
情
が
生
じ
れ

ば
、
天
も
ま
た
自
ら
が
流
れ
る
時
間
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
覺
で
き
る

李賀「金銅仙人辭漢歌」の詩句「天若有情天亦老」が意味するもの
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よ
う
に
な
り
、
「
老
い
」
が
も
た
ら
す
悲
し
み
を
、
永
遠
の
「
客
」
と
し
て
彷

徨
し
續
け
る
金
銅
仙
人
と
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
天
若
有
情
天

亦
老
」
を
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
讀
み
た
い
と
思
う
。

李
賀
の
詩
に
は
、
し
ば
し
ば
無
窮
に
續
い
て
ゆ
く
長
大
な
時
間
が
描
か
れ
る
。

筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
こ
の
長
大
な
時
間
が
、
事
物
に
ほ
と
ん
ど
變
化
を
與

え
ぬ
ま
ま
無
窮
に
續
い
て
ゆ
く
均
質
的
な
時
間
と
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
變
化

を
世
界
に
も
た
ら
し
つ
つ
、
長
大
な
ス
パ
ン
を
經
て
結
局
は
元
の
状
態
に
回
歸

さ
せ
る
循
環
的
な
時
間
の
二
種
類
に
大
別
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
ど
ち
ら
の
場

合
も
、
李
賀
の
詩
で
は
そ
う
し
た
時
間
が
耐
え
難
い
苦
痛
や
無
力
感
を
人
間
に

與
え
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
李
賀

（
二
五
）

の
時
間
意
識
は
、
「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
金
銅
仙
人

は
、
終
わ
り
が
な
い
時
間
の
中
で
永
遠
に
旅
す
る
「
客
」
と
し
て
あ
る
。
そ
も

そ
も
「
無
情
」
で
あ
る
は
ず
の
銅
像
が
、
こ
の
詩
で
は
人
間
と
同
じ
く
、
初
め

か
ら
「
有
情
」
の
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
さ
ら
に
は
超
越
的
な

存
在
で
あ
る
天
に
も
し
知
覺
が
生
じ
れ
ば
ど
う
な
る
か
を
假
定
す
る
こ
と
で
、

金
銅
仙
人
の
苦
痛
が
誰
に
と
っ
て
も
無
縁
で
な
い
世
界
を
、
讀
む
者
に
想
像
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

《

注

》

（
一
）
李
賀
の
詩
の
引
用
は
、
宣
城
本
『
李
賀
歌
詩
編
』
四
卷
、
外
集
一
卷
（
臺

湾
中
央
圖
書
館
影
印
、
一
九
七
一
）
に
よ
る
。
以
下
、
李
賀
の
詩
を
引
用

す
る
と
き
は
同
書
の
卷
數
の
み
を
擧
げ
る
。

（
二
）
底
本
は
「
元
年
」
を
「
九
年
」
に
作
る
が
、
宋
蜀
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。

青
龍
は
五
年
ま
で
し
か
な
い
。

（
三
）
『
漢
書
』
卷
二
十
五
上
「
郊
祀
志
上
」
の
「
其
後
又
作
柏
梁
、
銅
柱
、

承
露
仙
人
掌
之
屬
矣
」
お
よ
び
、
顏
師
古
注
「
三
輔
故
事
云
、
建
章
宮
承

露
盤
高
二
十
丈
、
大
七
圍
、
以
銅
爲
之
。
上
有
仙
人
掌
承
露
、
和
玉
屑
飮

之
」
を
參
照
。

（
四
）『
三
國
志
』
魏
書
卷
三
「
明
帝
紀
」
の
裴
松
之
注
に
「
魏
略
曰
、
是
歳
、

徙
長
安
諸
鐘
虞
、
駱
駝
、
銅
人
、
承
露
盤
。
盤
折
、
銅
人
重
不
可
致
、
留

于
霸
城
。
大
發
銅
鑄
作
銅
人
二
、
號
曰
翁
仲
、
列
坐
于
司
馬
門
外
。
（
中

略
）
漢
晉
春
秋
曰
、
帝
徙
盤
、
盤
折
、
聲
聞
數
十
里
、
金
狄
或
泣
、
因
留

霸
城
」
と
あ
る
の
を
參
照
。

（
五
）
「
賀
能
探
尋
前
事
。
所
以
深
嘆
恨
今
古
未
嘗
經
道
者
。
如
金
銅
仙
人
辭

漢
歌
、
補
梁
庾
肩
吾
宮
體
謡
、
求
取
情
状
、
離
絶
遠
去
。
筆
墨
畦
逕
間
、

亦
殊
不
能
知
之
」
。

（
六
）
『
宋
詩
話
全
編
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
）
。

（
七
）
た
と
え
ば
、
北
宋
・
歐
陽
脩
「
減
字
木
蘭
花
五
首
」
其
二
（
『
文
忠
集
』

卷
一
百
三
十
一
）
の
「
傷
懷
離
抱
、
天
若
有
情
天
亦
老
。
此
意
如
何
、
細

似
輕
絲
渺
似
波
」
や
、
元
・
李
孝
光
「
次
梁
有
章
韻
」
（
『
元
詩
選
』
二

集
卷
十
二
）
の
「
誰
憐
范
叔
老
猶
寒
、
客
裏
兼
旬
酒
榼
乾
。
天
若
無
情
天

亦
老
、
自
調
綠
綺
向
君
彈
」
な
ど
。

（
八
）
「
言
此
時
相
送
不
動
情
者
天
耳
。
天
若
有
情
亦
老
、
借
天
以
甚
言
相
送

者
之
動
情
也
。
蓋
銅
人
涙
下
事
渉
異
、
以
人
言
不
異
、
故
借
天
言
、
實
就

人
言
也
」
（
明
・
曾
益
注
『
昌
谷
集
』
卷
二
）
。
以
下
、
曾
益
注
の
引
用

は
同
書
に
よ
る
。

（
九
）
「
銅
人
本
無
知
覺
、
因
遷
徙
而
潸
然
涙
下
、
是
無
情
者
變
爲
有
情
、
況

本
有
情
者
乎
。
長
吉
以
天
若
有
情
天
亦
老
、
反
襯
出
之
。
則
有
情
之
物
見

銅
仙
下
涙
、
其
情
更
何
如
耶
」（
清
・
王
琦
彙
解
『
李
長
吉
歌
詩
』
卷
二
）
。

以
下
、
王
琦
注
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

（
一
〇

）
「
天
に
も
し
情
が
あ
る
な
ら
ば
、
天
も
ま
た
（
私
の
運
命
を
悲
し
む
あ

報告 二
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ま
り
一
度
に
）
老
い
こ
む
で
あ
ろ
う
」
（
荒
井
健
『
李
賀
』
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
九
）
、
「
天
に
情
が
有
る
と
し
た
な
ら
（
こ
の
別
れ
の
つ
ら
さ
に

は
）
天
も
年
ふ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
（
鈴
木
虎
雄
『
李
長
吉
歌
詩
集
』

上
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
）
、
「
咸
陽
道
傍
、
蘭
草
都
枯
萎
了
。
爲
送

別
銅
人
、
悲
傷
成
這
般
模
様
。
啊
、
蒼
天
！
你
若
是
有
感
情
、
你
也
要
立

時
變
老
的
！
」（
劉
斯
翰
選
注
『
李
賀
詩
選
』
、
三
聯
書
店
、
一
九
八
〇
）
、

「
咸
陽
古
道
上
的
蘭
草
、
爲
送
別
銅
人
枯
萎
將
死
。
老
天
如
果
也
有
感
情
、

會
同
様
悲
傷
衰
老
下
去
」
（
徐
傳
武
『
李
賀
詩
集
譯
注
』
、
山
東
教
育
出

版
社
、
一
九
九
二
）
、
「
天
は
地
上
の
一
切
を
主
宰
す
る
と
い
う
。
一
切

を
主
宰
す
る
ほ
ど
の
も
の
が
、
何
ゆ
え
に
漢
の
滅
亡
と
魏
の
簒
奪
と
を
黙

視
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
も
ま
た
、
天
に
背
い
て
自
分
の
權
利
を
主
張

し
始
め
た
人
間
に
對
し
て
は
、
心
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
も
し
感
情
が
有
る
な
ら
ば
、
金
銅
仙
人
の
苦
衷
を
察

し
て
、
天
も
ま
た
、
た
ち
ま
ち
に
老
い
る
で
あ
ろ
う
」
（
原
田
憲
雄
『
李

賀
歌
詩
編
』
一
、
平
凡
社
、
一
九
九
八
）
な
ど
。
以
下
、
荒
井
氏
・
鈴
木

氏
・
徐
傳
武
氏
・
原
田
氏
の
譯
注
の
引
用
は
こ
れ
ら
の
書
に
よ
る
。

（
一
一

）
「
三
月
丙
寅
、
上
晝
臥
不
覺
、
顏
色
不
異
、
而
身
冷
無
氣
、
明
日
色
漸

變
、
閉
目
。
乃
發
哀
告
喪
。
未
央
前
殿
朝
晡
上
祭
、
若
有
食
之
者
。
葬
茂

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

陵
、
芳
香
之
氣
異
常
、
積
於
墳
埏
之
間
、
如
大
霧
。
常
所
幸
御
、
葬
畢
、

悉
居
茂
陵
園
。
上
自
婕
妤
以
下
二
百
餘
人
、
上
幸
之
如
平
生
、
而
傍
人
不

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

見
也
。
光
聞
之
、
乃
更
出
宮
人
、
增
爲
五
百
人
、
因
是
遂
絶
。
（
中
略
）

、
、

歳
餘
、
上
又
見
形
、
謂
陵
令
薛
平
曰
、
吾
雖
失
世
、
猶
爲
汝
君
、
奈
何
令

吏
卒
上
吾
山
陵
上
磨
刀
劍
乎
。
自
今
已
後
、
可
禁
之
。
平
頓
首
謝
、
忽
然

不
見
。
因
推
問
、
陵
旁
果
有
方
石
、
可
以
爲
礪
、
吏
卒
常
盜
磨
刀
劍
。
霍

光
聞
、
欲
斬
陵
下
官
、
張
安
世
諫
曰
、
神
道
茫
昧
、
不
宜
爲
法
。
乃
止
。

甘
泉
宮
恒
自
然
有
鐘
鼓
聲
、
候
者
時
見
從
官
鹵
簿
、
似
天
子
儀
衞
。
自
後

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

轉
稀
、
至
宣
帝
世
乃
絶
」
（
『
古
小
説
鉤
沈
』
所
收
本
『
漢
武
故
事
』
）
。

（
一
二

）
林
同
濟
「
兩
字
之
差
―
―
再
論
李
賀
詩
歌
需
要
校
勘
」
（
『
復
旦
學
報
』

一
九
七
九
年
第
四
期
）
お
よ
び
同
氏
「
李
長
吉
歌
詩
研
究
」
（
『
中
華
文

史
論
叢
』
一
九
八
二
年
第
一
輯
）
參
照
。

（
一
三

）
原
田
憲
雄
「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
―
―
李
賀
小
記
―
―
」
（
同
氏
著
『
李

賀
論
考
』
所
收
、
朋
友
書
店
、
一
九
八
〇
）
二
九
五
頁
。

（
一
四

）
注
（
一
三

）
前
掲
論
文
、
二
八
三
頁
。

（
一
五

）
李
賀
「
秦
王
飮
酒
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
李
賀
の
詩
に
お
け
る
時
間

認
識
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
太
陽
の
停
止
か
ら
破
壞
へ
―
―
」
（
『
東

方
學
』
第
百
二
十
輯
、
二
〇
一
〇
）
第
三
章
を
參
照
。

（
一
六

）
劉
辰
翁
評
・
呉
正
子
注
『
唐
李
長
吉
歌
詩
』
卷
二
（
長
澤
規
矩
也
編
『
和

刻
本
漢
詩
集
成
』
唐
詩
第
五
輯
所
收
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
）
。
以
下
、

呉
正
子
注
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

（
一
七

）
李
賀
の
詩
で
は
、
し
ば
し
ば
物
質
的
・
空
間
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
時
間
が

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
注
（
一
五

）
前
掲
の
拙
稿
を

參
照
。

（
一
八

）
第
一
句
「
秋
風
客
」
が
想
起
さ
せ
る
「
秋
風
辭
」
（
『
文
選
』
卷
四
十

五
）
で
「
歡
樂
極
兮
哀
情
多
、
少
壯
幾
時
兮
奈
老
何
」
と
う
た
っ
て
い
る

「
劉
郎
」
や
、
擬
人
化
さ
れ
て
金
銅
仙
人
を
見
送
っ
て
い
る
「
衰
蘭
」
も

「
有
情
」
の
存
在
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
「
情
」
は
テ
ク
ス
ト
内
で
明

瞭
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
一
九

）
成
瀬
哲
生
「
李
賀
に
お
け
る
「
老
」
に
つ
い
て
」
（
『
中
哲
文
學
會
報
』

第
六
號
、
一
九
八
一
）
。

（
二
〇

）
成
瀬
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
李
賀
の
詩
（
總
數
は
二
百
四
十
一
首
）
に

お
け
る
「
老
」
字
の
使
用
回
数
は
五
十
七
で
あ
り
、
出
現
率
は
二
十
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
高
い
。
な
お
、
成
瀬
氏
が
主
な
比
較
對
象
と
し
た

詩
人
は
、
王
維
・
李
白
・
杜
甫
・
韓
愈
・
柳
宗
元
・
白
居
易
・
元
稹
・
杜

牧
・
李
商
隱
・
温
庭
筠
で
あ
る
。
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（
二
一

）
「
永
嘉
中
、
有
神
見
兗
州
、
自
稱
樊
道
基
。
有
嫗
、
號
成
夫
人
。
夫
人

好
音
樂
、
能
彈
箜
篌
。
聞
人
絃
歌
、
輒
便
起
舞
」（
二
十
卷
本
『
捜
神
記
』

卷
四
）
。
諸
注
は
「
夢
入
神
山
教
神
嫗
」
の
「
神
嫗
」
を
成
夫
人
と
み
な

す
。
な
お
こ
の
句
は
、
李
憑
が
箜
篌
を
「
神
嫗
」
か
ら
教
わ
っ
た
と
讀
む

か
、
逆
に
李
憑
が
箜
篌
を
「
神
嫗
」
に
教
え
た
と
讀
む
か
で
解
釋
が
分
か

れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
李
憑
の
彈
奏
の
靈
妙
さ
を
稱
え
て
い
る
こ
と
は

變
わ
ら
な
い
。

（
二
二

）
成
瀬
氏
は
ま
た
、
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。
「
老
は
、
死
へ
の
過
程
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
死
へ
の
怖
れ
を
強
く
暗
示
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
た
だ
、

「
死
」
字
と
い
え
ど
も
、
滅
び
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
と
も
に
、
す
べ
て

を
滅
ぼ
す
が
ゆ
え
に
異
妖
な
力
の
イ
メ
ー
ジ
に
轉
化
す
る
。
だ
か
ら
死
へ

の
怖
れ
は
、
し
ば
し
ば
激
し
い
生
の
感
覺
を
投
射
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
」
。
注
（
一
九

）
前
掲
論
文
、
一
三
九
頁
。

（
二
三

）『
初
學
記
』
卷
一
に
引
く
『
淮
南
子
』
に
「
羿
請
不
死
之
藥
於
西
王
母
、

羿
妻
姮
娥
竊
之
奔
月
、
託
身
於
月
。
是
爲
蟾
蠩
、
而
爲
月
精
」
と
あ
る
。

（
二
四

）
こ
の
手
法
、
お
よ
び
「
三
月
過
行
宮
」
の
詳
し
い
分
析
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
李
賀
の
詩
に
み
る
循
環
す
る
時
間
と
神
仙
の
死
」
（
『
日
本
中
國

學
會
報
』
第
六
十
五
集
、
二
〇
一
三
）
を
參
照
。

（
二
五

）
注
（
一
五

）
前
掲
論
文
、
注
（
二
四

）
前
掲
論
文
、
お
よ
び
拙
稿
「
李
賀
の

詩
に
あ
ら
わ
れ
た
時
間
意
識
に
つ
い
て
―
―
神
女
の
時
間
、
永
遠
の
現
在

―
―
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
一
集
、
二
〇
〇
九
）
參
照
。


